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（１）

▶令和５年の登米・栗原における労働災害（休業４日以上）による被災者数は、令和５年５月末
日現在、全産業で70人です（表１参照）。昨年同時期とほぼ変わりませんが、昨年は新型コロナ
ウイルス感染症による災害を除いたとしても過去10年間で最も労働災害が多かった１年間でした
ので、災害の減少幅が少ないと考えております。したがいまして、今後、様々な取組により労働
災害を減少させたいと考えておりますのでご協力のほどよろしくお願いいたします。
▶宮城県全体に着目すると、死亡事故の増加が気になるところです。

労働災害は減少傾向が鈍化

転倒災害の防止について

表１ 労働災害発生状況（令和５年５月末現在）※速報値
管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和４年 令和５年 令和４年 令和５年

休業４日以上 71 70 1239 1030
死亡 ０ ０ ４ ７

表２ 新型コロナウイルス感染症を除いた労働災害発生状況（令和５年５月末現在）
※速報値

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数
令和４年 令和５年 令和４年 令和５年

休業４日以上 71 67 926 837
死亡 ０ ０ ４ ７

 一般に加齢とともに身体機能が低下し、転倒
しやすくなります→「ロコチェック」

 現役の方でも、たった一度の転倒で寝たきり
になることも→「たった一度の転倒で寝たき
りになることも。転倒事故の起こりやすい箇
所は︖」（内閣府ウェブサイト）

 特に女性は加齢とともに骨折のリスクも著し
く増大します→対象者は市町村が実施してい
る「骨粗鬆症健診」を受診しましょう

ロコチェック 内閣府
ウェブサイト

瀬峰署で令和５年に発生した労働災害上記70件中、実
に26件（37％）が転倒災害です。転倒災害を減少させ
て全体の災害発生件数の減少につなげましょう︕
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（２）

令和５年度労働保険年度更新

STOP！ 熱中症

７月は、クールワーク
キャンペーンの重点取
組月間です。体が暑さ
に慣れていないと気温
が高くない時期でも熱
中症になる場合があり
ます。「暑熱順化」等
により熱中症を予防し
ましょう︕

働く人の今す
ぐ使える熱中
症ガイド

全国

期 間 会 場 所在地 時 間 電話番号

７月６日(木)
７日(金)
10日(月)

瀬峰労働基準監督署
１階会議室

栗原市瀬峰下田
５０－８

9:00～12:00
及び

13:00～16:00

0228-38-3131

労働保険年度更新臨時窓口の開設について

・初めての年度更新なので勝手がわからない
・昨年度の途中で雇用保険料率が上がったことにより書き方がわからない
などの場合は、以下の期間に臨時窓口を開設しますので、ご利用ください。
※持参物について不明な方は事前にお電話でお問い合わせください


